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「
禅
の
つ
ど
い
」「
災
害
復
興
支
援
全

国
研
修
会
」「
記
念
誌
」「
式
典
」
と
様

ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
き
た
全
国
曹

洞
宗
青
年
会
創
立
五
〇
周
年
記
念
事

業
。
周
年
事
業
に
向
け
た
想
い
と
し
て

は
、
五
〇
年
前
に
全
国
青
年
僧
侶
が
立

ち
上
が
り
尽
力
し
創
立
さ
れ
、
そ
の
熱

い
意
志
を
時
代
に
即
し
受
け
継
が
れ
た

歴
代
の
青
年
会
活
動
を
紐
解
く
こ
と
。

そ
し
て
、
創
立
時
と
同
様
に
、
ま
た
コ

ロ
ナ
禍
を
経
た
現
在
だ
か
ら
こ
そ
、
今

一
度
全
国
の
青
年
僧
侶
が
集
い
同
じ
時

同
じ
空
間
を
共
有
す
る
こ
と
。
さ
ら
に

未
来
の
青
年
僧
侶
の
た
め
に
創
立
当
時

の
想
い
や
活
動
を
形
と
し
て
残
す
こ

と
。
過
去
一
〇
年
ご
と
の
周
年
事
業
と

は
、
意
味
合
い
が
一
味
違
う
半
世
紀
の

総
ま
と
め
で
あ
り
、
さ
ら
に
新
た
な
出

発
点
と
す
べ
く
、『
結
集
：
想
い
を
結

び
合
わ
せ
、
未
来
へ
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
た
田
ノ
口
会
長
を
先
頭
に
企
画

展
開
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
「
両
大
本

山
報
恩
拝
登
」
は
、
そ
の
す
べ
て
の
意

味
に
お
い
て
中
心
と
な
る
も
の
で
あ

り
、
全
曹
青
の
縦
と
横
が
繋
が
る
事
業

で
し
た
。

　

令
和
五
年
一
一
月
二
九
日
に
開
催
い

た
し
ま
し
た
大
本
山
總
持
寺
報
恩
拝
登

で
は
、
当
会
第
二
期
会
長
を
お
務
め
に

も
な
ら
れ
た
石
附
周
行
紫
雲
䑓
猊
下
に

「
世
界
平
和
大
祈
祷
諷
経
」
の
御
親
修

と
御
垂
示
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
島

（
六
十
五
）

創
立
五
〇
周
年
記
念

　
両
大
本
山
報
恩
拝
登

五
〇
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
長
　
森も
り

井い

　
宗そ
う

淳じ
ゅ
ん
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薗
進
氏
（
東
京
大
学
名
誉
教
授　

宗
教

学
者
）、
大
菅
俊
幸
師
（
Ｓ
Ｖ
Ａ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
）
に
よ
る
「『
大
衆
教
化
の

接
点
』
を
考
え
る
」
と
題
し
た
記
念
講

演
（
Ｓ
Ｖ
Ａ
共
催
）
を
行
い
、
創
立
に

尽
力
さ
れ
た
有
馬
実
成
老
師
の
生
涯
に

な
ぞ
ら
え
な
が
ら
、
全
曹
青
の
活
動
理

念
『
大
衆
教
化
の
接
点
を
求
め
て
』
を

紐
解
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

翌
令
和
六
年
一
一
月
二
一
日
、
大
本

山
永
平
寺
報
恩
拝
登
で
は
、
全
国
の
青

年
僧
侶
と
と
も
に
僧
侶
と
し
て
の
初
心

に
返
る
べ
く
特
別
に
御
許
可
い
た
だ
い

た
僧
堂
内
堂
で
の
「
坐
禅
一
炷
」
を
修

行
し
、
そ
の
後
会
長
導
師
を
中
心
に
法

堂
を
埋
め
尽
く
す
青
年
僧
侶
で
の
「
世

界
平
和
大
施
食
諷
経
」
を
厳
修
さ
せ
て

い
た
だ
き
、ま
た
両
大
本
山
に
お
い
て
、

「
全
曹
青
創
立
五
〇
周
年
報
恩
諷
経
」

を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
「
両
大
本
山
報
恩
拝
登
」
で
は
、

僧
侶
の
初
心
に
返
り
、
拠
り
所
と
い
え

る
両
大
本
山
、
両
祖
様
に
報
恩
の
誠
を

さ
さ
げ
る
意
味
と
と
も

に
、
全
曹
青
歴
代
三
役
、

Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ
世
界
仏
教
徒
青

年
連
盟
役
員
と
全
日
本
仏

教
青
年
会
役
員
に
も
ご
参

列
い
た
だ
き
、
過
去
そ
し

て
現
在
な
お
続
く
戦
災
、

自
然
災
害
の
物
故
者
供
養
と
世
界
平
和

諷
経
を
行
ず
る
こ
と
に
も
大
き
な
意
味

を
込
め
ま
し
た
。
青
年
僧
侶
だ
け
で
な

く
歴
代
諸
先
輩
老
師
と
本
山
修
行
僧
、

日
本
だ
け
で
な
く
世
界
、
曹
洞
宗
だ
け

で
な
く
超
宗
派
が
、
同
じ
時
同
じ
場
所

に
集
い
「
世
界
平
和
」
と
い
う
衆
生
す

べ
て
の
願
い
を
一
つ
に
合
わ
せ
る
こ
と

を
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
、
よ
り
一
層

手
を
取
り
合
い
交
流
を
深
く
し
、
未
来

の
安
寧
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
を
念

じ
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
行
持
開
催
に
あ
た
り

賜
り
ま
し
た
両
大
本
山
様
の
格
別
な
ご

配
慮
に
対
し
、
衷
心
よ
り
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

い
ず
も
曹
洞
宗
青
年
会
所
属

●
執
筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

森
井
宗
淳


